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路の必要最小拡大皮は, 流出路断面積係数 (体表面積当りの流出路断面積)は1.8cm2/M2で あった｡
断面積係数1.8cm2/M2以上の87例の手術死亡率は4.6%であったのに対し,この基準以下の38例では手


















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ファロー氏四徴症根治手術の成績向上を目的として,135例の根治手術例を対象として手術成績及び
術後血行動態に及ぼす諸因子,特に肺動脈の発育程度,右室流出路の拡大度などについて年令別に比較,
検討した｡
その結果,ファロー氏四徴症の根治手術成績は,年令には関係なく,肺動脈の発育程度に大きく左右
され,その根治手術の成績を向上するためには,体表面積が0.6m2以下の年少例では流出路の遺残狭窄
に耐え難いこともあって,流出路の断面積係数が1.8cm2/m2以上となるように拡大しておくことが極め
て肝要であることを明らかならしめると共に,年長例は勿論のこと,乳幼児例でも,高度の末栴肺動脈
の発育不全例以外は,その手術成績並びに術後の血行動態からみて,一期的に根治手術を企てることが
有利なことを立証するに至った｡
以上の研究はフロァ-氏四徴症の根治手術の適応決定,根治手術の方針決定,術式の選択等に資する
ものであり,その治療法の確立に大いに貢献するものである｡
よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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